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2021年 4月 28日 

各 位 

三井住友ファイナンス＆リース株式会社 

 

シンガポール太陽光発電開発・運営会社、Sunseap Group Pte. Ltd.への出資について 

 

三井住友ファイナンス＆リース株式会社（取締役社長：橘 正喜、以下「SMFL」）は、シンガポ

ールの太陽光発電事業会社である Sunseap Group Pte. Ltd.（以下、「サンシープ」）に住友商事株

式会社（以下、「住友商事」）および四国電力株式会社（以下、「四国電力」）とともに、出資を行い

ました。 

 

サンシープは、シンガポールをはじめとするアジア太平洋地域で、総持分発電容量で約 220メ

ガワットの分散型太陽光発電事業を展開しており、同分野において東南アジア地域ではトップシ

ェアを誇ります。また、この事業を基盤として、太陽光発電由来の環境価値を活用したクリーン

電力小売事業や、VPP（バーチャル・パワー・プラント：仮想発電所）事業、ESCO 事業を行っ

ています。さらに、シンガポール国内の水上太陽光発電事業や電気自動車充電事業、ベトナムを

中心にアジア各国での大型太陽光発電 IPP（Independent Power Producer：独立系発電）事業の

取り組みなど、各国毎に各顧客のニーズに応じた総合的なクリーンエネルギー事業を推進してい

ます。 

 

SMFL とサンシープは、夫々がこれまで再生可能エネルギー分野で培ってきた様々な知見やノ

ウハウを基に、協働して日本国内および海外での分散型太陽光発電事業の拡大に取り組んでいき

ます。また、住友商事および四国電力とともに各社の強みを組み合わせ、総合的なクリーンエネ

ルギー事業のビジネスプラットフォームを構築します。 

 

SMFLは、戦略子会社の SMFLみらいパートナーズ株式会社とともに、再生可能エネルギー発

電事業に様々なファイナンスサービスやスキームを提供するとともに、発電事業やエネルギーサ

ービス事業に取り組んでいます。これまでの知見・ノウハウおよびパートナーとのアライアンス

を基に、国内および海外における再生可能エネルギー事業を拡大し、脱炭素社会の実現に貢献し

ていきます。 

 

＜サンシープの概要＞ 

会社名称 Sunseap Group Pte. Ltd 

本社所在地 シンガポール 

代表取締役 Frank Phuan 

設立年 2011年 

事業内容 アジア太平洋地域における、分散型太陽光発電事業、大型太陽光発電 IPP事業、

クリーン電力小売事業、ESCO事業、VPP事業など。 
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◼ サンシープがシンガポールで運営する分散型太陽光発電事業 

 

 

◼ サンシープがベトナムで運営する大型太陽光発電所 

 

以 上 

【本件に関するお問い合わせ先】 

三井住友ファイナンス＆リース株式会社 広報 IR部 五十嵐 TEL 03-5219-6334 

 


